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感じない． しかしペンシル先端より 3mmの Focusを耐火スレート面に一致させるとパチバチと
音を発し孔があく．
最后lζ中書島における工場での試運転の光景を紹介し Laserの威力を再認識して載く事を願う
ものである． 3 kgの家兎を開腸し肝臓を出来るだけ引き出し，下［ζ4mmのスレートを敷く． lつ
の肝葉で一番巾の広い所をレーザ一光線で切断す．スレートに直角にレーザーを当てると炭化更に
融解し肝葉が焔や煙を上げて切断される．切断が済むとスレートに直接あたりパチパチど音を発
す．この音で切断が終了した事を知る．そして次の部分を切断す． 8cmの長さ，厚さ 8mmの肝
片を18分で切断し術中に4～5mlの出血を認めたか，術后3日目に sacrifyした時迄に術店出血
は全くない．レーザ一切断中，切断面より外側にのみ上記出血を認めるが，動肱主幹の切断が終了
するとこの出血は止り，中枢側断面より出血しない．断端は全長にわたり 1.5～2,0mmの巾で肝は
草原に固化す．その断端l乙融解状のタール様のものが密着すu
レーサ一切断家兎手術中もうもうと煙が発生，焔を出して切断された．丁度その時著者も熔接工
の心境に達した．室l乙満ちた煙と焔の片1て家兎肝葉切除を行ったのは初めての経験であろう．
